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晋恩• 福祉• 健康
平成8年4月15日

も百(建

器康
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
を

市
で
は
、
平
成
八
年
度
国
民

健
康
保
険

「人
間
ド
ッ
ク
」
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
申
耐
性
は
、

各
公
民
館
、
駅
前
市
民
窓
口
セ

ン
タ
ー

(
M
Nピ
ル
叩
階
)
、
市

役
所
保
険
年
金
課
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。
な
お
、
費
用
の

一

部
は
市
が
負
担
し
ま
す
。
成
人

病
の
早
期
発
見
の
た
め
ぜ
ひ
安

診
し
ま
し
ょ
う
。

マ
対
象
平
塚
市
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
、
次
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
し
て
い
る
方

①
却
設
以
上

(
昭
和
泣
年
4
月

1
口
以
前
生
ま
れ
)
の
方

②
率
成
7
年
4
刀
1
円
以
前
か

ら
、
引
き
続
き
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
方

③
平
成
7
年
度
以
前
の
国
民
健

康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
方

玄
孝
氏
疋
員
四
百
人
(
先
お

順
)
マ
検
査
項
目
身
体
測
定
、
呼

吸
器
、
循
環
器
、
消
化
器
、
眼

機
能
、
腎
機
能
、
聴
力
、

肝
機

能
、
糖
尿
病
、
血
液
、
血
清
な
ど

マ
受
診
医
療
機
関
平
塚
共
前

病
院
ま
た
は
予
塚
市
民
病
院

マ
受
診
者
の
負
担
額

二
万
一

千
六
百
三
十
円

マ
申
し
込
み
方
法
申
請
哲
を

保
険
年
金
諜
に
持
参
す
る
。
郵

送
も
可

マ
申
し
込
み
期
限

6

月

n
H

(
金
)
マ
問
い
合
わ
せ
先
保
険
年
金

課
給
付
係

(内
線
2
4
7
)

福
祉
会
館
で

講
習
会
開
く

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
家

庭
看
護
の
講
習
と
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
体
験
学
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
定
員
は
い
ず
れ
も
先
着

順
に
三
十
人
で
す
。

申
し
込
み
は
、
同
協
議
会
宮

(お
)
2
3
3
3
で
五
月

一
日

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
央
詐
加
く
だ
さ
い
。

-
家
庭
看
護
法

マ
日
程
5
月
日
目
1
6
月
7

口
の
毎
週
水

・
金
剛
日
、
令
8

回マ
時
間
午
後
1
時

1
4
時

マ
内
容
看
護
知
識
・
技
術
の

習
得
、
ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ
、

衣
類
の
脱
滑
な
ど

-
土
曜
ス
ク
ー
ル

マ
円
程
5
月
日
n
1
7
刀
幻

自
の
毎
月
第
2
・
節
4
土
聡

日、

全
6
回

マ
時
間

午
後
1
時
初
分
1

3

時
却
分

マ
内
容
車
い
す
の
介
助
と
移

動
、
手
話
、
点
字
、
誘
導
法
、

看
護

・
救
急
法
な
ど
の
体
験
を

中
心
と
し
た
講
料

入
浴
デ
ー
が
変
更

平
塚
浴
場
組
合
で
は
、
六
十

五
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
週

一
回
、
老
人
入
浴
サ
ー
ビ
ス
デ

ー
を
設
け
、
公
衆
浴
場
を
無
料

で
開
放
し
て
い
ま
す
。

四
月
か
ら
は
、
毎
辿
金
岨
口

の
午
後
四
時
か
ら
に
変
一史
と
な

り
ま
す
の
で
、
お
間
違
い
の
な

い
よ
う
に
。
な
お
、
ご
利
用
に

は
福
寿
手
帳
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
マ
問
い
合
わ
せ
先
日
齢
福
祉

課

(内
線
2
1
9
)

国
民
年
金
保
険
料
の
納
入
を

変
更
届
け
も
忘
れ
ず
に

間
民
年
金
保
険
料
が
改
定
さ

れ
、
平
成
八
年
四
月
分
か
ら
月

額

一
万
二
千
三
百
円
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
支
給
さ
れ
る
年

?よ。園固因四国

(敬称は省略させていただきます)

司桝士会福祉基金

地域福祉やボランティア助成などに使われます。

お問い合わせは、社会福祉協議会ft33-2333へ。

t>根坂間子供会 7.000円、 12人会 1.000円、港地区

公民館ふれあいまつり実行委只会 27.245円、沼田

光慾・慾次 3.000円、 秋田犬保存協会神奈川支部

50.000円、 吉 田勝 500.000円、田村地区社会福祉協

議会公民館まつり 10.353円、金目長寿会婦人部

20.000円、世界心巡教平塚協会 10.000円、 平探工

業高等学校機械科 3年 2組 2.747円、加I川商事-

3.370円、岡崎葦の会 3.000円、匿名 5.000円

-交通遺児へ

t>泉栄一 1.000円、平塚市交通安全協会勝原支郎・

山下支部および母の会勝j京地区・山下地区 22.626 

円

-文化振興基金

芸術文化事業の災施や、市民の創造的な文化活動

の助成などに使われます。お問い合わせは、文化行

政推進室文化振興係 (内線 673)へ。

t>山口立秀 10.000円
金
額
の
水
準
を
保
つ
た
め
の
も

の
で
、
付
加
保
険
料
の
四
百
円

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
お

議
.スポーツ振興基金

スポーツの講習会、スポーツ団体に対する助成な

どに使われます。おJYJい合わせば、スポーツ振興財
団ft35一0102へ。

t> ・96スポー ツ団体新年の集い

ト
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・
ム
リ
F

+

・

-

ピ
ス
や
入
浴
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

一
年
ご
と
に
吏
新
が
必
要
で

M

L
F

F

、

-

L
F

、-ノ

h

・V}
お
年
得
り
の
状
況
に
合
わ
せ
す
が
、
更
新
の
月
に
は
市
か

ト

↑

ビ

凶

，

ナ

た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ら
通
知
を
さ
し
あ
げ
て
い
ま

φ

時

一

.

.

 
可

一

し
か
し
そ
の
都
度
、
市
の
す
。

円

相

サ

%
“
お
け

コ

窓
口
へ
来
て
申
請
す
る
こ
と
登
録
を
す
る
と
き
は
、
お

↑

咋

祉

ば

為

介

は
、
介
護
を
必
要
と
す
る
方
年
寄
り
の
体
の
状
況
を
所
定

時

判

福

場

吋

紹

を
抱
え
る
家
族
に
と

っ
て
、
の
界
に
記
入
し
て
い
た
だ

制

令

岡
雌
な
時
も
多
い
と
思
わ
れ
き
ま
す
。
ま
た
、
利
用
す
る

+

日

在
宅
福
祉
の
登
録

ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
は
、
掛

川

ゆ

で
簡
単
に
利
用
を

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
サ
l

か
り
付
け
の
医
師
に
よ
る
、

+

ピ
ス
を
よ
り
簡
単
に
利
用
し
診
療
情
報
提
供
舎
が
必
要
と

+

日

日
差
活
を
送
る
う
え
で
、
て
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
五
な
り
手
。

日

↑

何
ら
か
の
介
護
を
必
要
と
し
年

一
月
か
ら
、
在
宅
福
祉
サ
目
立
録
に
必
要
な
用
紙
は
、

+

+

て
い
る
在
宅
の
お
年
寄
り
ゃ
、
ー
ピ
ス
の
利
用
登
録
制
度
を
童
相
謀
、
お
よ
び
市
内

M

H
そ
の
介
護
に
当
た
っ
て
お
ら
始
め
ま
し
た
。

の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

しF

A
T

れ
る
家
族
の
方
を
援
助
す
る
こ
れ
は
、

一
度
受
録
を
す

(伸
生
会
・
ロ

l
ズ
ヒ
ル
・

i
T

M

た
め
、
市
で
は
、
い
ろ
い
ろ
る
と
、
そ
の
後
は
希
望
す
る
高
根
台
)
に
あ
り
ま
す
。

M

L
P

な
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
サ
ー
ビ
ス
の
申
し
込
み
が
、
。
担
当
は
、
高
齢
福
祉
課

ド

+

す
。
こ
れ
ら
は
、
デ
イ
サ
l

電
話
で
も
出
来
る
制
度
で
す
。

(

内
線
2
1
9
)

+
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・

願
い
し
ま
す
。

病
気
、
失
業
、
倒
産

、

常

業

※
問
い
合
わ
せ
先
保
険
年
金

.
前
納
割
引
の
ご
利
用
を

不
振
な
ど
の
瑚
由
で
、
保
険
料
税
年
金
係

(内
線
2
5
1)

今
年
の
四
月
分
か
ら
来
年
三

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人
は
、

月
分
ま
で
の
保
険
料
を
、
ま
と
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
が

め
て
四
月
三
十
日
(
火
)
ま
で
あ
り
ま
す
。

に
納
め
る
と
、
保
険
料
が
剖
り
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

引
か
れ
ま
す
。

A'七
年
度
分
の
保
険
料
は

マ
訓
引
制
定
額
保
険
料

三

平
成
七
年
四
月
分
か
ら
平
成

千
五
百
六
十
円
、
付
加
保
険
料
八
年
三
月
分
ま
で
の
保
険
料
は
、

百
二
十

円

同

月

三
十
日

(火
)
を
過
ぎ
る

av保
険
料
免
除
の
相
談
を

と
、
お
手
元
の
納
付
啓
で
は
納

め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
願
い
ま
す
。

-
変
更
届
け
を
忘
れ
ず
に

マ
二
十
成
に
な
っ
た
と
き

マ
住
所
、
氏
名
が
変
わ
っ
た
と

主』マ
厚
生
年
金

・
共
済
組
合
に
加

入
し
た
と
き
。
反
対
に
、
厚
生

年
金

・
共
済
組
合
を
や
め
た
と

き
。
ま
た
、
配
偶
者
が
い
る
人

は
併
せ
て
屈
け
出
を

マ
第
三
号
被
保
険
者
の
配
偶
者

(サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
姿
な
ど
)
が

会
社
な
ど
を
変
わ
っ
た
と
き

マ
厚
生
年
金

・
共
済
組
合
の
加

入
者
の
扶
養
に
な
っ
た
と
き
。

ま
た
は
、
そ
の
扶
必
か
ら
は
ず

れ
た
と
き

150.∞0円

27.591円

200.000円

サンガード

241.000円

争災害対策強化へ

t>平塚湘南ライオンズクラブ

会国際交流へ

t>日IIIサーピス 5∞.000円、

争防災関係資金へ

t>平塚若松部屋を愛する会

貧
血
の
検
査
で

健
康
の
確
認
を

成
人
女
性
の
、

五
人
に

一
人

が
貧
血
状
態
に
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
栄
授
の

偏
り
に
よ
る
鉄
欠
乏
性
貧
血
で

す。
こ
の
症
状
に
は
、
疲
れ
や
す

い
、
頭
痛

・
ど
う
き
・
息
切
れ

が
す
る
、
イ
ラ
イ
ラ

・
食
徴
不

振
と
な
る
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。市
で
は
、
無
料
で
貧
血
検
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
検
査
を

受
け
て
、
ご
自
分
の
健
康
状
態

の臨
時
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
の

お
お
む
ね
国
蔵
か
ら
印
成
ま
で

の
方
マ
日
時
5
月
日
日

(木
)
午

後
2
時
泊
分
1
4
時
。

マ
会
場
土
屋
公
民
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
健
康
課

(内
線
6
6
7)

「むb--:J1J¥ま蹴WUJ空き〉献況 観光風景写真コンクール作品の募集

。サイズ カラーキャビネ以上四つ切りま

で、およびカラースラ イ ド35ミリ

。応募上の注意

①応募作品には応募烈を添付する

②入n・作品とその版緒は主催者に属する
。 申し込み 平成 9年 1月31日まで随時受け

付ける

O応募先 平塚市観光協会事務局(〒254平
塚市長主原町2-14・市役所笠原分庁舎 2号-館

内)、または平塚カメラ陶組合加盟庖

。問い合わせ先 商業観光課(内線687)

。申し込み ひらつか天城山荘
※ rf1し込みは6か月前から受け付け

・電話 0558・87・1050

• FAX 0558-87・0557
-住所 〒410・32静岡県田方郡

天城湯ケ島町上船原1120・1
. 1 i向2食付き、大人4.925円、f-i共4.405円

23・11 1 1・35-1 1 1 1 (内線番号を交換手へ)
23・9467(担当課名のご記入を)
干254平塚市浅間町9番1号(担当課名のご記入を)

-電話
.FAX 
・住所

平塚市役所お問い合わせ・お申し込みは市役所ヘ



案内• 自然

av身
障
者
の
大
会
か

身
体
隙
答
者
手
帳
を
お
持
ち

の
十
六
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

卓
球
と
盲
人
卓
球
大
会
の
出
場

選
手
を
募
集
し
ま
す
。

マ
期
日

6
月
日
日

(H
)

マ
会
場
藤
沢
市
秋
葉
台
文
化

体
育
館

マ
曽
込
期
限

4
月
初
日

(さ

お
問
い
合
わ
せ
は
、
陣
中
h
u
栢

祉
課

(内
線
2
2
2
)
へ
。

-
消
費
税
の
改
正
が

第573号広報ひらつか圃

規
の
簿
記
の
記
帳
の
仕
方
」
に

つ
い
て
の
説
明
会
を
聞
き
ま
す
。

マ
日
程

4
月
四
日

(木
)

・
午
後
1
時
却
分
j
改
正
消
費

税
に
つ

い
て

・
午
後
3
時
1
簡
劫
帳
簿
に
よ

る
正
規
の
簿
記
の
記
帳
の
仕
方

に
つ
い
て

マ
会
場
勤
労
会
館
大
会
議
室

お
問
い
合
わ
せ
は
、
平
塚
税

務
署
宮

(幻
)
1
4
0
0
へ
。

送
、
サ
イ
レ
ン
の
吹
嶋
、
氾
光

表
示

・
赤
色
回
転
灯
の
点
灯
、

特
報
車
の
巡
回
放
送

お
問
い
合
わ
せ
は
、
城
山
ダ

ム
管
理
事
務
所
宮
0
4
2
7

(
位

)
2
8
3
1
へ
。

近
な
問
題

「女
性
を
語
る

・
や

さ
し
さ
を
知
る
集
い
」

マ
講
師

家
井
琴
桜
氏

(講
談

師)、

関
島
秀
樹
氏

(
シ
ン
ガ

ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
)

お
問
い
合
わ
せ
は
、
同
セ
ン

タ
ー
宮
附

(加
)
3
8
5
5
へ
。

-
市
民
大
学
講
座
開
く

神
奈
川
大
学
で
は
、
「
二
十

一
世
紀
に
何
を
語
り
継
ぐ
か
」

を
テ
1
マ
に
蒋
期
市
民
大
学
講

座
を
聞
き
ま
す
。

マ
H
程

5
月
時
日

(
土
)
1

6
月
却
日
(
土
)
の
毎
週
土
昭
日

マ
時
間

午
後
1
時
却
分
1

3

時マ
会
場
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ

ラ
ザ

(
M
Nピ
ル
日
階
)

マ
申
込
期
間

4
月
口
日

(水
)

3
5
月
8
日

(水
)

マ
非
集
人
口
百
人

お
問
い
合
わ
せ
は
、

神
奈
川

大
学
公
開
講
座
係
宮
附
(
仰
)
5

6
6
1
へ
。

av人
権
啓
発
講
演
会

A
V
大
検
制
度
の
説
明
会

横
浜
国
際
人
権
セ
ン
タ
ー
で

は
人
機
感
発
講
演
会
を
聞
き
ま

す
。

マ
円
時

4
月
口
日

(水
)
午

後
1
時
開
会

マ
会
場

伊
勢
原
市
民
文
化
会

館マ
内
容

毎
年

一
同
、
互
に
実
施
さ
れ

る
大
学
入
学
資
絡
懲
忠
実
検
)

の
説
明
会
と
個
別
相
談
会
が
聞

か
れ
ま
す
。
要
電
話
予
約
。

マ
日
時

5
月
日
日
(
土
)
午

後
1
時
泊
分
1

マ
会
場

平
招
記
念
レ
ス
ト
ハ

A
V
技
術
校
で
受
講
生
を

み
ん
な
の
問
題、

身
、~

人
事
発
令
れ
れ
れ
諸
問
μ

-
城
山
ダ
ム
管
理
演
習

ウ
ス
会
事
豆

(横
浜
市
中
区
不

老
2
1
7
)

マ
費
用
無
料

お
問
い
合
わ
せ
は
、
日
本
産

業
開
発
背
年
協
会
大
検
情
報
セ

ン
タ
ー
宮
0
1
2
0

(日
)
5

0
1
8
へ
。

-
園
芸
教
室
を
聞
く

マ
日
時

5
月
9
日
(
木
)
午

前
9
時
却
分
i
u
時
却
分

マ
会
場

川町
民
業
会
館

マ
内
容
庭
木

・
果
樹
類
の
病

令
官
虫
対
策

マ
講
師
園
芸
研
究
家

一
郎
氏

判F
J 

熊
滞
信
也
(
管
理
部
次
長
兼
教
育
総

務
課
長
)
、
理
財
部
次
長
中
沢
風

成

(総
務
部
次
長
)
、
終
済
部
次
長

鄭
藤
滋
夫

(岡
部
参
事
米
み
な
と
水

産
課
長
)
、
市
民
部
次
長
椎
野
降

司

(健
康
福
祉
部
参
事
兼
生
活
福
祉

課
長
)
、
健
成
福
祉
部
次
長
山
田
正

児

(市
民
病
院
事
務
川
次
長
)
、
健

成
伺
祉
部
次
長
今
井
允
之

(企
阿

部
次
長
)
、
道
路
部
次
長
米
巡
路
建

設
課
長
鈴
木
附
夫

(同
部
参
事
兼

道
路
建
設
課
長
)
、
管
理
部
次
長
兼

教
育
総
務
課
長
石
田
部
仰
明

(企
画

部
参
事
萩
企
両
制
緩
謀
長
)
、
社
会

教
育
部
次
長
液
中
央
公
民
館
長

川

手
十
芽
男

(市
民
部
次
長
)
、
社
会

教
育
部

次

長

屋
崎
孝
夫

(阿
部
参

事
必
中
央
悶
曾
館
長
)

マ
参
事
級
異
動
(A
M
む
外
襲
島

市
民
部
診
栴
ぷ
文
化
行
政
推
巡
室

長
米
倉
智
子
、
環
境
部
参
事
兼
大

神
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
場

長

清

水

功
、
都
市
計
画
部
湘
南
丘
陵
担
当
参

mvtA湘
南
丘
陵
務
備
謀
長
阿
疋
尖

英

一
、
道
路
部
参
郁
旅
凶
旧
日
巡
推
進

室
長
柏
原
英
夫
、
社
会
教
古
川
部
ス

ポ
ー
ツ
振
興
財
問
担
当
参
事
国
中

蛸
夫
、
消
防
本
部
予
防
担
当
参
事

相
原
佐
久
二
、
企
画
部
参
事
兼
企
画

陶
酔
菅
波
長
井
上
英
彦
、
総
務
部
参

事
来
総
務
諜
長
大
井
徹
、
総
務
部

参
事
兼
電
算
シ
ス
テ
ム
課

長

杉

森

千
昭
、
経
済
部
参
事
兼
商
業
観
光
課

長
今
井
口
升
、
経
済
部
参

m兼
み
な

と
水
産
課
長
佐
々
木
渚
志
、
環
境

郎
容
事
凝
環
境
保
全
課
長

戸
屋
之

雄
、
環
境
部
参
事
ぷ
環
境
衛
生
性
一u理

課
長
松
浦
俊
夫
、
河
川
下
水
道
部

参
恨
米
水
政
課
長
安
藤
政
鯨
、
肉
体

お
問
い
合
わ
せ
は
、

同
コ
ー

ナ
ー
宮

(お
)
0
5
9
3
へ
。

A
V
統
計
ポ
ス
タ
ー
募
集

i!i 
岡

通
商
産
業
省
で
は
、
平
成
8

年
の
て
業
統
計
調
査
の
広
報
用

ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

マ
応
募
期
間

4
月
辺
日

(
旦

1
6月
お
日

(火
)

マ
内
容
未
発
表
の
も
の
で
製

造
業
を
営
む
事
業
所
の
方
に
工

業
統
計
調
弦
に
対
す
る
理
解
を

深
め
ら
れ
る
も
の

お
問
い
合
わ
せ
は、

通
商
産

業
大
臣
官
房
調
査
統
計
部

E
m

(3
5
0
1
)
9
9
2
9
へ
。

事
務
局
参
事
兼
国
体
推
進
課
長

石

瓜
克
彦
、
市
民
病
院
事
務
川
参
事
米

医
m
v謀
長
日
悶
八
州
入
、
総
会
事

務
川
参
事
絞
庶
務
課
長
銘
木
抗
措
男
、

消
防
本
部
参
事
兼
消
防
本
部
予
防
課

長

関
野
孝
司
、
消
防
場
参
事
兼
消

防車唱
斡
備
第
2
課
長
務
合
稔

マ
医
療
職
異
動

(合
む
口肝
格
四
月
動
)

市
民
病
院
長
背
木
明
人

(市
民

病
院
副
病
院
長
)
、
市
民
病
院
副
病

院
長
宮
沢
直
人

(栃
木
県
立
が
ん

セ
ン
タ
ー
手
術
部
長

・
採
用
)
、
市

民
病
院
品
川
必
部
長
菊
池
興
子

(市

民
病
院
削
治
護
部
長
)

。
退
職

3
月
幻
日
付
け

マ
医
療
聡

中
山
隆
市

(市
民
病
院
長
)

マ
理
事
級

片
品川
邦
夫

(理
事
凝
議
会
事
務
川

氏
)
、
高
橋
明

(理
事
米
社
会
教
育

部
長
)

マ
部
長
級

新
倉
地
晴
男

(市
民
病
院
事
務
局

長
)
、
小
滞
正
敏

(監
査
委
口
事
務

局
長
)
、
内

m武
功

(学
校
教
育
部

長

・
学
校
転
出
)

マ
次
長

・
参
事
級

石
川
博

(理
財
部
次
長
)
、
米
倉

一
(
健
康
福
祉
部
次
長
)
、
小
山
茂

(健
康
相
祉
部
社
会
縞
祉
協
削
減
会
・

生
き
が
い
事
業
団
担
当
参
邪
)
、
上

村
党
美
(
道
路
部
次
長
)
、
南
旦
宏

(社
会
教
育
部
美
術
館

・
博
物
館
担

当
参
事
)
、
斤
木
繁
明

(消
防
本
部

予
防
担
当
品
世
間
Y
)

、
持
回
二
郎

(環

境
部
参
事
兼
大
神
環
続
衛
生
セ
ン
タ

ー
場
長
)
、
決
河
江
た
き
子
(
市
民

病
院
看
護
部
長
)
、
箕
輪
誠
(
管
理

部
参
事
兼
施
設
課
長
)

[ミス七夕コン Tスト1
6月9日 (日)午後1時~
市民セ ンターホール

-問い合わせ先

湘l繭動 I，~かξ~t;タヨシ号案|ト
ミス七夕3人を募集

。資格 ①県内にお住まい、お勤め、通学

している未婚の女性 ②6月9日現在18歳 以
上の方(高校生および元ミス七夕、他市町

村 のミ スは除 く) ③1年 間本市の観光行
事に参加 できる方(年間約25巨1)

。 申 し込み 5月1日までに写点(最近搬彩
した全身のカラーサーピスサイズで裏面に

氏名を記入する)と応募の動機を同封し住

所、氏名(ふりがな)、生年月口、職業(勤

務先または学校名、所在地)、 m;活番号、身
長、 体2立を記入のうえ、「湘南ひらつか七
夕まつ り実行委員会事務 局ミス七夕コンテ

ス ト係J(干254 平塚市浅間町9-1)へお
i送りくださし、

第28回窃@窃守谷もお⑤怠同包
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;蓮宗主党三事 。存在主主主皐基2去た でi討銭高差提言語
を みるら れセ部見、類のきンタ よ宗一説一1.-<:i~ 

円 鋪 セ同長局経

商業観光課(内線549)( 1:1 ) 5月19日※事前面接審査

市内28地区で吾ども大会が開

催されます。

ぜひ、ご家族おそろいでご参

加ください。

。開催日 5月の休日

(各地 区ごとに開催日が異なります)

O会場小学校校庭など

。内容 ミニ運動会、 ゲー ム ・ス

ポーツ大会、ウオークラ

リーな ど

O問い合わせ先 青少年課宮32ー7029

7月5日(金)--9日(火)開催
商業観光課宮23-11 1 1 (内線687)-担当

第46回湘南ひらつか七夕まつり



回平成8年4月15日

-
育
児
の
仲
間
を

0
歳
児
の
お
母
さ
ん
を
対
象

に
、
育
児
の
こ
と
な
ど
を
話
し

合
う
会
を
発
足
し
ま
す
。
妊
婦

の
方
も
歓
迎
で
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
す
く
す
く

竹
の
子
会
の
森
田
里
佳
宮

(担
)

5
9
6
0
 

-
名
作
文
学
を
学
ぶ

文
学
講
座
銀
河
で
は
、
会
只

第573号

わ イスショット

広報ひらつか

マ
場
所
旭
南
公
民
館
ほ
か

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
露

木
い
と
子
宮

(訂
)
5
9
8
8

.
女
声
コ
ー
ラ
ス
募
集

コ
ー
ル

・
そ
れ
い
ゅ
で
は
、

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
小

さ
い
お
子
さ
ま
連
れ
で
も
結
構

で
す
の
で
、
ご
参
加
を
。

マ
練
習
臼
時
月
3
回
の
木
曜

日
、
午
前
日
時
1
正
午

マ
場
所
松
原
公
民
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
梅

田
悦
子
宮

(お
)
1
0
9
3

-
親
子
リ
ズ
ム
遊
び
を

ひ
よ
こ
リ
ト
ミ
ツ
ク
で
は
、

リ
ズ
ム
遊
び
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

マ
日
程

5
月
7
日

(火
)、
凶

日
(
火
)

マ
時
間
午
前
日
時
i
H時

マ
場
所
松
原
公
民
館

マ
対
象
平
成
5
年
4
月
2
日

1
6年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
幼

児
と
親

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
竹

測
由
企
子
宮

(幻
)

5
6
8
4

・
英
会
話
を
学
ぶ

英
会
話
サ
ー
ク
ル
で
は
、
仲

間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し

い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

わが家のおてんば娘
おじいちゃんの家がバ

イク屋さんなので、遊び

に行ったときに撮った写

真で丈、バイクに乗って

いる波輝ちゃんは、なん

と 2歳 9か月の女の子。
バイクが似合うおてんば

な私をどうぞよろしく。

・小 田光瞥さん(山下)

の作品

。応募は封君主にカラー写

真(裟面に住所と氏名を

記入)を同封し、住所、

氏名、性別、年齢、電話

番号、コメントを記入の

うえ、平塚市広報広勝訴

「わが家のナイスシ ョッ

ト」係(干254 平塚市
浅間町9-lft23-1111内
線315)へ。
毎月20日締め切り。抽
選のうえ毎月 1枚掲載し

ます。

マ
日
時
毎
週
水
曜
日
、
午
前

9
時
却
分
1
正
午

マ
場
所
崇
拍
首
公
民
館

マ
問
い
合
わ
せ
先

同
会
の
重

田
シ
ヅ
エ
包

(詑
)
4
6
1
3

(
午
後
6
時
以
降
に
)

-
小
学
生
ラ
ガ
l
募
集

湘
南
平
塚
ラ
ガ
l
ズ

K
で
は

小
学
三
年
か
ら
六
年
生
を
対
象

に
、
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
日

程

第

1
、
第
3
日
暇
日

マ
時
間

午
前
日
時
却
分

1
正

午マ
場
所
湘
南
海
岸
公
園
ほ
か

マ
問
い
合
わ
せ
先

同
会
の
谷

元
博
宮

(辺
)
7
3
7
8

-
健
康
講
座
を
開
く

マ
日
程
4
月
初
日

(
土
)

マ
時
間

午
後
1
時
泊
分
1
4

寺
。
テ

日

"nぺU
え
ノ

マ
会
場

勤
労
会
館

マ
内
容
講
演
と
体
脂
肪

・
血

圧
測
定

マ
講
師

池
田
俊
夫
医
師

マ
問
い
合
わ
せ
先
新
婦
人
平

塚
支
部
健
康
高
齢
者
部
の
中
川

ア
キ
宮

(出
)
9
2
8
0

-
慈
善
デ
ィ
ナ
ー
を

収
益
を
、
市
の
福
祉
基
金
な

ど
に
寄
贈
す
る
た
め
、
チ
ャ
リ

テ
ィ

・
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
を
聞

き
ま
す
。

マ
期
日

5
月
お
日

(
土
)

マ
開
演
午
後
6
時

マ
会
場
大
磯
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

レマ
出
演
樺
村
美
司
子

マ
チ
ケ
ッ
ト
代

一
万
五
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
国
際
ソ
ロ

プ
チ
ミ
ス
ト
平
塚
の
元
吉
美
智

代
官

(詑
)
6
0
0
6

-
日
本
舞
踊
の
会
員
を

一五
月
会
}

マ
日
桂
毎
月
第
1
、
第
2
木

曜
日
マ
時
間
午
後
3
時
1
5時

マ
場
所
な
で
し
こ
公
民
館

一貴
の
会
}

マ
日
程
毎
月
第
2
、
第
3
、

• 
5月のSCN.ナパサ
囚 SCN市zrf;rzお守、
食新番組 「くすのき T i m eJ市のイベン
ト、市長の考え、戦場の紹介など

12時45分、 17時、 22時30分から15分間
交平塚紀行「平塚胡瓜故事」

SCNft22-1213 

-
第
4
水
曜
日

マ
時
間

午
後
3
時
1
5
時

マ
場
所
旭
南
公
民
館

※
問
い
合
わ
せ
先
大
和
孝
子

宮

(訂
)
9
8
0
4

-
女
声
コ
ー
ラ
ス
に

湘
南
ミ
ロ
ウ
ア
テ
で
は
、
会

只
を
募
集
中
で
す
。
ポ
ッ
プ
ス

か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
ま
で
幅
広
く

歌
っ
て
い
ま
す
。

マ
練
習
日
時
毎
週
水
嶋
田
、

午
前
日
時
i
午
後
1
時

マ
場
所
背
少
年
会
館

マ
会
費
月
三
千
五
百
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
山

形
佳
代
子
宮

(お
)
3
5
7
8

.
少
年
少
女
合
唱
団

平
塚
少
年
少
女
合
唱
団
で
は
、

新
し
い
学
年
を
迎
え
、
団
只
を

募
集
し
ま
す
。

対
象
は
、
小
学
校

一
年
生
か

ら
高
校
三
年
生
ま
で
で
す
。

日
程
な
ど
、
詳
し
い
こ
と
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
小

泉
佐
代
子
宮

(担
)
0
0
2
8

・
コ
ー
ラ
ス
の
会
員
に

あ
ゆ
み
コ

1
ル
で
は
、
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
五
月
十

六
日
と
二
十
三
日
に
見
学
会
を

行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

マ
練
習
日
時
毎
週
木
曜
日
、

午
前
日
時
却
分

1
正
午

マ
場
所
苛
少
年
会
館

崎マ
裕問
見い
子合
ままオつ
( せ
59先

2 同
7 会
7 の
7 私と .

しお ?
ま譲 :
すり ;

10・.-.・

-R譲りま
す

O
有
料
電
話
機
、
炊
飯
器
、

大
型
電
気
ス
タ
ン
ド
、
ち
ゃ
ぶ

台
、
サ
イ
ド
ボ
l
ド
、
テ
レ
ビ

台
、
学
習
机
、
和
だ
ん
す
、
た

ん
す

(3
点
セ
ッ
ト
)
、
老
人

向
け
手
押
し
車
、
マ
マ
コ
l
ト
、

マ
タ
ニ
テ
ィ
ド
レ
ス
、
七
五
三

着
物

(7
歳
女
児
用
)
、
ゴ
ル

フ
シ
ュ
ー
ズ

。
無
料
冷
蔵
庫
、
医
療
用
対

応
ベ
ッ
ド
、
柔
道
治
、
だ
っ
こ

ひ
も
、
持
乳
器
、
自
転
車

(日

イ
ン
チ
)、
電
子
レ
ン
ジ
台

-R譲っ
て
く
だ
さ
い

男
児
服
、
ハ
イ
チ
ェ

ア
、
ベ

ビ
l
ラ
ッ
ク
、

B
型
ベ
ビ
ー
カ

ー
、
パ
ン
焼
き
器
、

ル
l
ム
ラ

ン
ナ
ー
、
琴
、
日
傘
兼
雨
傘
、

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
ガ

1
ド
、
猫

用
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ
、
足
踏
み

ミ
シ
ン
、
工
業
ミ
シ
ン

マ
不
用
品
登
録
登
録
は
三
か

月
で
す
。
高
価
な
も
の
、
生
き

物
な
ど
は
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
地
域
づ
く

り
謀
市
民
生
活
係
宮

(お
)
1

1
1
1

(内
線
2
6
3
)
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• ---
• • 

力メラ
しi1¥ート
• 

• 

• 

• 

• 

回圃圃・・・・

• •• 

•••••••• • 寄らぬまぬ
4月に入りいよいよ春らしくなってきました。

桜も花聞き新しい出会いを祝福しているようてもす。

お花見日和には総合公園や湘南平など桜の名所は

たくさんの人でいっぱい。陽気に誘われてか上着

を脱いで手に持ちかえる人も見られました。

湘
南
平
も
家
族
i重

a れ
jτ. 
l'・ ぎ
わ
っ

総合公園では満開の桜の下

花見の人たちの輪がいたる

ところに出来ていました。

だ
れ
か
僕
と
遊
ん
で
l


